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新

入

生

へ

贈

る

言

葉

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
に
よ
う
こ
そ

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
創
造
工
学
科
入
学
生

二
百
十
六
名
、
外
国
人
留
学
生
三
名
、
創
造
工
学
専
攻
入
学
生

二
十
二
名
、
計
二
百
四
十
一
名
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
職
員
一
同
、そ
し
て
本
校
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
々
と
共
に
皆
さ

ん
を
心
よ
り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
ご
入
学
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
校
か
ら
は
秀
麗
な
樽
前
山
の
姿
が
い
つ
も
目
に
入
っ

て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
朝
に
夕
に
目
に
す
る
樽
前
山
を
是
非
、青
春

の
風
景
と
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
々
、ご
家
族
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、本
日

入
学
式
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ご
子
弟
の
姿
を
誇
ら
し
く
見
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
入
学
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、十
五
才
と
い
う
感
性
豊
か
な
若
い
年
齢
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
専

門
教
育
を
行
う
工
業
高
専
の
道
を
選
ん
で
く
れ
た
皆
さ
ん
に
私
は

心
か
ら
感
謝
し
、期
待
を
し
て
い
ま
す
。
我
々
教
職
員
一
同
は
、誠

心
誠
意
、一
生
懸
命
、皆
さ
ん
の
学
び
を
導
い
て
参
り
ま
す
の
で
安

心
し
て
進
ん
で
く
だ
さ
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と
や
心
配
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
担
任
や
相
談
室
の
先
生
、
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、先
輩
方
、教
職
員
に
遠
慮
な
く
相
談
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

工
業
高
等
専
門
学
校
、い
わ
ゆ
る
高
専
は
実
践
的
、創
造
的
技
術

者
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
五
年
一
貫
の
高
等
教
育
機
関

で
す
。
本
科
で
は
大
学
卒
業
に
匹
敵
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の
専
門
教

育
を
教
育
・
研
究
者
で
あ
る
教
員
か
ら
受
け
ま
す
。
本
科
を
卒
業

す
る
と
準
学
士
の
称
号
を
、さ
ら
に
二
年
間
の
専
攻
科
を
修
了
す
る

と
大
学
卒
業
と
同
じ
く
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
す
。

苫
小
牧
高
専
は
一
九
六
四
年
四
月
に
設
置
さ
れ
、昨
年
開
校
六
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
国
立
高
専
は
全
国
で
五
十
一
校
あ
り
全
学

生
数
は
五
万
人
以
上
お
り
ま
す
が
、全
国
の
高
校
生
数
と
比
べ
る
と

一
・
四
％
し
か
お
り
ま
せ
ん
。
高
専
卒
業
生
に
対
し
て
は
産
業
界
か

ら
は
非
常
に
高
い
評
価
が
あ
り
、そ
れ
故
、高
専
生
は
国
、社
会
、そ

し
て
地
域
か
ら
大
き
な
期
待
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、皆
さ
ん

は
国
・
地
域
の
宝
な
の
で
す
。
そ
の
自
覚
を
も
っ
て
常
日
頃
か
ら

自
主
・
自
律
的
に
勉
学
に
励
み
、節
度
を
わ
き
ま
え
た
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

日
本
は
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と
同
時
に
コ
ロ
ナ

禍
以
降
、働
き
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
産
業
界
は
専
門
知

識
だ
け
で
な
く
、問
題
解
決
能
力
を
持
つ
優
秀
な
D
X
人
材
を
求
め

て
い
ま
す
。
高
専
の
出
口
は
社
会
に
直
結
し
て
い
ま
す
が
、我
々
も

そ
の
要
請
に
答
え
ら
れ
る
人
材
育
成
を
行
う
べ
く
、グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
事
業
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
な
ど
を
新
た
に
設
け
教
育

の
ア
ッ
プ
デ
イ
ト
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
番
重
要
な
こ
と
は
技
術
を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
世
界
人
類
の
幸
せ
と
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
礎
と
し
て
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、高
校
生
は
生
徒
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、高
専
生
は
学
生

と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
高
専
が
大
学
と
同
じ
高
等
教
育
機
関
に

分
類
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
学
生
と
は
自
主
的
・
自
律
的
に
学
ぶ
者

を
指
し
ま
す
。
高
専
生
は
自
ら
積
極
的
に
学
ぶ
姿
勢
と
自
主
的
に

行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、高
専
に
は
普
通
高
校

の
様
な
細
か
な
校
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
大
学
と
同
じ
で
す
。

今
か
ら
一
四
九
年
前
に
北
大
の
前
身
、札
幌
農
学
校
の
副
校
長
に
招

聘
さ
れ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
校
の
規
則
を
撤
廃

し
、一
言
「Be G

entlem
an

（
紳
士
た
れ
）」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

細
か
い
校
則
は
無
く
と
も
自
己
の
良
心
に
従
い
自
ら
律
し
て
行
動

し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
の
点
を

見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

若
い
時
は
楽
し
み
や
充
実
感
ば
か
り
で
は
な
く
、い
ろ
い
ろ
な
悩

み
も
あ
り
苦
し
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ア
キ
「
手

紙
〜
拝
啓
十
五
の
君
へ
〜
」
を
聞
き
直
し
て
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は

私
の
十
五
の
時
よ
り
も
よ
っ
ぽ
ど
将
来
を
考
え
て
目
的
意
識
を
も

ち
立
派
だ
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
無
駄
だ
と
思
っ
て
も
人
生
の
す

べ
て
に
意
味
が
あ
る
か
ら
恐
れ
ず
に
ど
う
か
あ
な
た
た
ち
の
夢
を

育
て
て
く
だ
さ
い
。
明
る
く
楽
し
く
前
向
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
自
己
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
私

は
苫
小
牧
西
町
、今
の
新
富
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
十
五
の
自

分
は
五
十
年
後
の
今
の
姿
は
全
く
想
像
で
き
ま
せ
ん
。
今
を
一
生

懸
命
生
き
て
い
れ
ば
明
日
は
あ
る
の
で
す
。
私
の
好
き
な
言
葉
、「
念

ず
れ
ば
花
開
く
」
を
贈
り
ま
す
。

苫
小
牧
高
専
の
教
育
理
念
は
、「
豊
か
な
人
間
性
お
よ
び
自
主
自

律
の
精
神
を
育
成
し
、技
術
者
に
必
要
な
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
成
長
を
促
し
、社
会
の
発
展
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
人
材

を
育
て
る
。」
で
す
。
教
職
員
一
同
、皆
さ
ん
の
こ
と
を
い
つ
も
気
に

か
け
、学
び
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、一

番
大
切
な
の
は
皆
さ
ん
自
身
の
学
ぶ
姿
勢
で
す
。
諦
め
ず
に
最
後

ま
で
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
で
す
。
皆
さ
ん
が
楽
し
く

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
ら
れ
て
、今
日
の
仲
間
達
と
一
緒
に
全
員

揃
っ
て
卒
業
・
修
了
の
日
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
新
入

生
に
贈
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
四
月
八
日

�

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校　

第
十
二
代 

校
長　

長
野
克
則



新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。寮や通学、
90分授業など新たな環境に慣れてきましたか？入学してみて、
高専にどんなイメージを持ちましたか？私は、同級生や学内で
すれ違う学生、先生方の強烈な個性に衝撃を受けた記憶があり
ます。
１年生は、高専生活残り４年間どの分野を専門に勉強するか
を決める大切な１年間です。創造工学の授業や身近な先輩の話など５系の情報をた
くさん集めて、周りに流されることなく１番関心がある・楽しそうと思える系を見つ
けてほしいです。先輩方は大変だと文句を言いながらも自分が選んだ系が大好き
なので、自身が所属している系をおすすめしてくると思います。
勉強はもちろんですが、部活動や学校行事、学外での活動など、興味があること新

しいことに挑戦し続ける５年間にしてみてください。優しい先輩、かわいい後輩、頼
れる同級生との貴重な経験や素敵な思い出ができると思います。皆さんが充実した
５年間を送れるよう応援しています。
� 5年1組　上野愛結

都市・環境系では橋梁や道路、ダムなど皆さんの生活に欠か
せない構造物の設計・建設や災害の対策など、技術者になるた
め高度な専門知識を学びます。三力と呼ばれる構造力学・地
盤工学・水理学をはじめとする座学はもちろん、測量機器を用
いて校内の地図を作成する測量学実習や、コンクリートを打設
し破壊する強度試験や、木材を用いて橋を作り強度を競い合う
ブリッジコンテストを行う工学実験など実践的な学習もあります。
生活面では、多種多様な部活動や高専祭などの大きなイベントがたくさんありま

す。特に部活動は、先生ではなく学生が主体となって活動するため自ら行動する力
を養うことができ、形に縛られることなく活動することができます。さらに上級学年
になると、インターンシップや研修旅行にて実際に現場を見学し、普段見ることがで
きないものが見ることができます。
ぜひ、自分のやりたいことをやり尽くして、楽しく充実した高専生活を一緒に謳歌し

ましょう！
� 4年2組　大木直哉

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。授業や部活
に不安がある方もいれば、楽しみな方もいると思います。この
1年は2年生からの専門系選択に関わる大事な年なので、後悔
しないように全力で取組みましょう。
応用化学・生物系では食品や衛生、材料について、座学と実

験を通して学ぶことができます。実験はレポートが大変だとい
うイメージがあると思います。実際、私も慣れるまでは辛く大変だと感じることも
多くありましたが、レポート作成を通して文章を書く力をつけることができたり、内容
を整理する力をつけることができるので、自分の将来に役立つと感じています。化
学に興味がある方、白衣を着て実験することに憧れがある方はぜひ応用化学・生物
系を検討してみてほしいです。
高専が最後の学生生活になる方も多いと思います。その中で人間関係、勉強な

どうまくいかないことがたくさんあると思いますが、その経験は決して無駄にはなり
ません。いつでも自分に自信をもって、いろいろなことに挑戦してみてください！

� 5年3組　清川紗衣

1年生のみなさん、ご入学おめでとうございます！ピアサポートや部活動
を通して関わる機会があると思いますので、1年間よろしくお願いします！
さて、私は情報科学・工学系の学生ですので、ここでは私の思う情報系
の魅力を3つ紹介したいと思います。
1つ目は、欲しいアプリが自分で思い通りに作れるようになることです。

情報系では様々なプログラミング言語を実践を通して学ぶため、作りたい
ものを自分で実現できるようになります。またひらめき次第ではビジネスとして成功することも
大いにあり得ます！
2つ目は、ペーパーレスです。情報系では、授業資料や課題は基本的に電子で扱いますし、メモ

を取りたいときはiPadなどに書くことで対応できます。身軽に授業を受けられるため、とてもお
すすめです！
3つ目は、就職や進学において将来性が圧倒的に高いことです。特に就職は、毎年沢山の企業

から募集が集まる上に大手の企業が多く、待遇が良いのが特徴です！
理論的で難しい授業や実験レポートの提出により、大変な時期もあると思いますが、その分大

きなリターンがあると思いますので、友達と助け合いながら高専生活を存分に楽しんでください！
� 5年5組　小泉健太

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！高専での生
活には少しずつ慣れてきましたか？
1年生では一般科目の授業が多いですが、「創造工学」など

の時間を通じて各系について学び、次年度の系選択に備えるこ
とになります。2年生からは専門性の高い授業が増えていくの
で、将来の進路や興味のある分野、上級生の意見などを参考に
しながら、自分に合った系を選択できると良いですね。
私が所属する電気電子系では、発電所のような大規模な電力システムから、身近

な回路や半導体、情報伝送や信号処理まで、原理から応用まで幅広く学ぶことがで
きます。
新しい環境に戸惑うこともあるかもしれませんが、分からないことがあれば、ぜひ

周りの学生や教員に気軽に相談してください！また、本校では「ピアサポート」とい
う、4・5年生に相談できる制度があります。学習や生活で困ったことがあれば、ぜ
ひ活用してください。
皆さんが充実した高専生活を送れるよう、心から応援しています！

� 5年4組　桑原聡汰

第 １ 学 年 担 任 か ら の メ ッ セ ー ジ

新入生に贈る
学生玄関に向って右、芝生の上に校歌の碑が建っています。平

成26年、本校の創立五十周年記念事業で建立したものです。当
時、書道の授業を担当されていた大澤尚洋先生が書かれた文字
を刻んであります。

昔は新入生への校歌指導がありました。昼休み、応援団員が
引率して屋上に上り、校歌の歌唱を指導しました。やがてその
風習はなくなり、学生の多くが校歌を歌えなくなったようです。
せっかく立派な歌碑があるのですから、天気の良い昼休みにで
も、歌碑を眺めて覚えてください。

一番は自然豊かな高専の環境を讃え、二番は学生が高専で
巡り会う試練を乗り越える心意気を歌います。そして三番では卒
業して社会に有為の人材となる決意が歌われます。「花咲いて春

帰り／学び舎は故郷に似たり」今は新入生として加わったばかり
のみなさんも、いずれは高専を故郷として巣立つことになります。
胸を張って高専人としての人生を歩み得るよう、明日と言わず今
日から勉学に励まれることを期待します。
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昨年度より引き続き教務主事を務めます
松田奏保（総合人文科学系）です。教務主
事補の長澤智明教 授（総合自然科学系）、
松尾優子准教授（都市・環境系）、山本椋太
准教授（情報科学・工学系）と共に、本校の
教育環境がより良いものになるよう尽力して
参ります。

半導体人材育成の要請が高まっていること
を受け、昨年度に低学年を対象とした道内４
高専連携科目「北海道半導体みらい論」を
開設しました。また本校では、半導体産業のみならず、様々な分野で
必要とされているIoTやAI・データサイエンスの知識や技術を持ち社会
課題の解決に貢献できる人材育成に力を入れています。さらに、日本
国内に限らず世界で活躍するための国際性や、自ら課題を見つけて分析
し解決できる汎用的能力の育成など、社会のニーズに対応した教育改善
に積極的に取り組んでいます。

時代の変化とともに高専に求められる役割も変化してきていますが、
これまで長年培ってきた高専教育を基礎に置きつつ、学生の未来を
見据えながら教育の充実を図る努力を継続して参ります。保護者、地域、
同窓生の皆様におかれましては、今後とも本校の教育へのご理解と
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

今年度より副校長（総務主事）及び創造
工学科長を務めます八田茂実です。新たな
役職を拝命し、本校のさらなる発展に貢献
できるよう尽力してまいります。

総務主事の担当は、点検評価、広報、施設・
防災、国際交流、将来計画と多岐にわたりま
す。これらの業務を円滑に遂行するため、
総務主事補の土居茂雄教授、有馬隆司准教
授とともに、より効果的な運営を目指します。
特に学生・教職員が安全かつ快適に学び、働ける環境づくりを重点に置
き、学校の種々のシステムの点検を進め、古くなったシステムの見直しや
防災対策・施設設備の改善について検討を進めていきます。

また、全国の高専で推進されているグローバルエンジニア育成事業の
一環として、本校でも国際交流事業をさらに活性化させてまいります。
学生が異文化を理解し、国際的な視野を広げるため、国際交流事業や
海外研修への参加を支援していきます。

最後に、保護者、同窓生、地域の皆様におかれましては、引き続き本校
の教育改革と学生の成長を温かく見守り、ご支援賜りますようお願い
申し上げます。

今年度より、研究主事・専攻科長を務めま
す応用化学・生物系の甲野裕之です。副専
攻科長の工藤彰洋教授（電気電子系）、渡邉
智 准 教 授（応用化学・生物系）、ならびに
全教職員の協力を得て、専攻科学生の学修の
充実と学修機会の確保に努めてまいります。
また、専攻科特別研究の充実を図り、学生の
教育・研究活動のさらなる向上に取り組んで
いきます。

2025年度の専攻科・創造工学専攻には、
１年生が22名（うち１名は他高専出身学生）、
２年生が27名（うち１名はモンゴル高専出身学生）で、計49名が在籍
しています。専攻科の２年間には、一般科目や専門科目の講義に加え、
学外研修、マネジメント演習／アントレプレナーシップ演習（共同教育）
など、企業等での実務体験ができる演習系科目が設置されています。
また、地域連携やものづくり（ 創造性）を通じて、コミュニケーション能
力やリーダーシップを養成するプログラムも用意されています。本科４・
５年生と専攻科２年間の教育課程を修了することで、学士（ 大学卒業
同等）の資格を取得することができます。

専攻科学生、保護者の皆様、同窓生、地域の皆様、関係各位におかれ
ましては、引き続きご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い
申し上げます。

今年度より寮務主事を務めることになりま
した佐藤森（応用化学・生物系）です。寮務
主事 補の多賀健先生（総合自然科学系）、
鳥田宏行先生（都市・環境系）、時田紗緒里
先生（総合人文科学系）、長尾昌紀先生（応
用化学・生物系）とともに、寮生活全 般の
指導を行ってまいります。４月７日に新入寮生
65名（ １年生男子46名、１年生女子16名、３
年生男子留学生２名、女子留学生１名）を迎
え、今年度の学生寮は男子寮220名、女子寮72
名でスタートしました。多くの新入寮生にとっては初めて親元から離れ、
さらに慣れない集団生活に緊張や不安の中過ごしているものと思われま
す。教職員一同、規則正しい寮生活を送れるようにサポートを心がけて
まいります。

本校の学生寮は集団生活を通して多くの仲間とともに様々な経験を
得ることのできる重要な場であると考えています。今年度も多くの行事
等を予定しており、入寮生は日々の寮生活を通じて豊かな人間性を身に
つけられることを心より願っております。しかしながら、各種感染症の
影響が皆無となった訳ではありません。引き続き、寮生、保護者の皆様
をはじめ関係各位におかれましては、ご理解とご協力をお願いいたし
ます。

今年度より学生主事を務めます近藤（都市・
環境系）です。学生主事補の大島和浩先生

（応用化学・生物系）、鈴木修平先生（総合人
文科学系）、藤田彩華先生（応用化学・生物
系）とともに、課外活動、各種行事の企画・
運営、学生会行事の補助などの業務を行い、
学生が充実した高専生活を送ることができる
学校環境づくりを目指したいと思っています。
また、学生の窓口となる学生課、保健室、学生
相談室などの部署と協力・連携しながら、みなさんをサポートしていき
ます。

一昨年度から、各種行事がコロナ禍以前ように対面で実施することが
できるようになってきました。本年度も、多くの学校行事や課外活動な
どが予定されています。コロナ禍でいろいろと活動が制約される以前は
どのようであったかを思い出すことが難しいのですが、学生のみなさんと
教職員で協力し、昔を思い出しつつ、新しい課外活動や学校行事につい
ても考えながら、学生のみなさんが、より充実した学校生活を送ることが
できるようにしていきたいと思っています。そのためには、学生のみな
さん、保護者のみなさまのご理解とご協力が必要となります。よろしく
お願いいたします。
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GREETINGS
各 副 校 長
ご 挨 拶

副校長（学生主事）

近藤  崇

副校長（総務主事）

八田茂実
副校長（寮務主事）

佐藤  森

副校長（教務主事）

松田奏保
副校長

（研究主事・専攻科長）

甲野裕之



1960年（昭和35年）、苫小牧市生まれ
苫小牧東高等学校卒業、北海道大学工学部衛生工学科卒業、同修士課程修了
学位：博士（工学）（北海道大学、1996年）
1986年東京ガス㈱、1988年北海道大学助手、1997年同助教授、2006年同教授、
2014年〜2017年総長補佐、この間、ポーランド共和国ワルシャワ工科大学で在外研究
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学 校 長 挨 拶
令和7年4月に校長として着任しました長野克則と申します。
苫小牧は私のふるさとです。1960年に西町、現在の新富町で水道
工事業を生業とする家庭に生まれました。幼い頃は家から西側は
牧場が広がる牧歌的な風景でしたが、その後、小学校入学くらいから
道内炭鉱の相次ぐ閉鎖と共に苫小牧も高度成長、列島改造の波に乗
り急激に人口が増加、糸井、錦岡まで急速に住宅地や団地が造成され
ていきました。子供の頃の思い出は坊主山、佐羽内沼への遠足、そし
て夏は毎日にように有珠川の源流部まで自転車で日本ザリガニやどん
こ（カジカ）、とんぎょ（トゲウオ）、クワガタを取りにいったのが楽し
い思い出です。佐羽内沼は昭和40年代に埋め立てられてしまいまし
たが、今あったなら親水公園として市民の憩いの場になったろうにと
残念に思います。しかし、有珠川をはじめ樽前山西部から湧き出る
川々の上流部は今でも原始の清流が見られます。住宅街からわずか
100m森に入った先にあります。これは本当に素晴らしいことだと思
います。皆さんも是非、探索されてみてください。ただし、熊には注意
してください！
中学、高校になると駅前や駅裏に大手スーパー3店が進出し、駅前
商店街も活況を呈していました。市内の高校を卒業後、北海道大学
理I類に進学し、工学部衛生工学科、同修士課程を経て東京ガス㈱に
2年間勤務をした後、母校の研究室に助手として戻りました。それか
ら本年3月末までの36年間、同大学で教員として環境とエネルギーに
ついての教育・研究・社会貢献に携わってきました。私の専門は再
生可能エネルギー熱利用、特にヒートポンプ応用によるCO2排出量と
環境負荷の削減、ZEB/ZEH、空調工学、都市のエネルギーシステムな
どで、教え子は主にゼネコン、設計事務所、サブコンなど建築設備やエ
ネルギー関連企業などに進んで活躍しています。私の人生を振り返る
と、人の縁の導かれるように進んできた訳ですが、この度、正に運命的
なご縁をいただいて苫小牧高専に校長として勤務することとなりまし
た。北大に勤務していた頃には、高専の先生方と同じ様に学生達と
一緒に手作りの実験装置や設備、自前のコンピューターシミュレー
ションプログラミングを使って研究を行ってきました。この様なもの
づくりの長年の経験はこの苫小牧高専でも役に立つと思っています。
未来の宝である若い学生諸君と共に、学識と経験豊富な素晴らし
い先生方、熱心に業務に取り組んでおられる職員の方 と々一緒に、
この苫小牧高専で働ける日々を大切に、誇りに思っております。
皆さん、そしてOBの方々、地域の応援していただいている方 と々一緒
に、この苫小牧高専をより素晴らしい学校にしていくよう誠心誠意努
力して参る所存ですので、これからどうぞよろしくお願いいたします。
念ずれば花開く。

� 苫小牧工業高等専門学校　第十二代�校長　長野克則
PROFILE



新しいアドベンチャー
３年5組
チェン

サワッディーカップ。
はじめまして、タイから
来た留学生のCHENで
す。今年の4月から卒
業まで、苫小牧高専で
情報科学を勉強します。
苫小牧に到着してから、うれしい気持ちをたくさ

んもらって、新しい経験をしてみたいと思いました。
苫小牧高専でやってみたいことがいろいろありま
す。苫小牧高専のみなさんはとても親切で、さま
ざまなことを助けてくれました。授業では日本語
を使っているので、難しいけど、とても面白いです。
今、少しずつ学校生活にも慣れてきました。
私はサイバーセキュリティエンジニアになりたい

です。悪意のある人たちから世界を守って、みん
なが安心して暮らせるようにしたいです。そして、
世界中のすべてのものがつながっていても、安全に
使える未来をつくりたいです。そのために、苫小牧
高専で知識を一生懸命勉強したいです。
これからも、よろしくお願いします。そして、みな
さんに感謝しています。

留学生としての第一歩
３年4組
ティマシャ

私はスリランカから
来た留学生、ティマシャ
です。
スリランカで高校を
卒業した後、MEXT奨学
金に合格して、来日しま
した。その後、東京日本語教育センターで一年間
日本語を勉強しました。
苫小牧高専に来てからまだ一か月しか経ってい

ませんが、すでに多くの友達ができました。そし
て、他の国から来た留学生の先輩方もいて、とても
心強く感じています。苫小牧高専の先生方もとて
も親切で優しいので、これからの生活も安心だと
思っています。
実は、東京を離れて苫小牧に来るとき、少し不安
がありました。ここには私一人しか進学しなかった
ので、「一人で全部乗り越えなければいけないの
かな」と心細く感じていました。でも、来てみたら、
周りの皆さんがどんな小さなことでも親切に助�て
くれて、本当に感謝の気持ちでいっばいです。これ
からもその気持ちを忘れずに、最後まで一生懸命頑
張りたいと思います。
私は電気電子工学科で学んでいます。スリラン

カではまだ発展が必要な分野が多いため、日本で
しっかりと知識と技術を身につけ、将来は母国の発
展に貢献したいと考えています。授業以外でも多
くのことを学べると思うので、これからの3年間が
とても楽しみです。よろしくお顧いします。

新しい経験
3年3組
ジャレッド

日本の高専に来て、
もう一か月が経ちまし
た。私はマレーシアか
ら来た�ジャレッドです。
マレーシアでは、高校
を卒業した後、日本語の学校で勉強していました。
1年6ヶ月を勉強した後、苫小牧高専に入学しまし
た。苫小牧で、毎日新しい経験をします。
最初は日本の寒さに驚きました。マレーシアは

一年中暑いので、寒い気候には慣れるのに時間が
かかりました。でも、雪を見るのは初めてで、とても
楽しかったです。
日本語も少しずつ上達しています。最初は話す
のが怖かったけど、今はもっと自信を持って話せる
ようになりました。これからも勉強を続け、もっと
日本語を上達させたい
と思います。
高専の先生達と生徒

達が私に助けてくれま
した。先生達と生徒達
のおかげで、私は苫小
牧に楽しい生活をして
います。

学生会長　都市・環境系５年　吉原ゆい

今 年度の学生会長を務めさせていただきます、都市・

環境系５年の吉原ゆいです。和気あいあいとした

雰囲気の中で、メンバーと共に一年間しっかりと活動してい

きますのでよろしくお願いいたします。

私たち学生会の役割は主に対面式や学生総会、高専祭

や体育大会などの学生会行事の企画、準備、運営です。高

専祭や体育大会ではほかの委員会と連携し、企画立案か

ら当日の運営までを担っています。学生総会などの集まり

では、進行役も担当しています。そして、より楽しい行事づ

くりや、円滑な運営のために年に２回、道内の４高専の学

生会役員と意見交流を行っています。

私たちの活動は皆さんのご理解とご協力が必要不可欠

です。これからも本校の更なる高みを目指し、学生会役員

一同、精一杯努めてまいりますので、何卒宜しくお願いしま

す！！
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学生課からのお知らせ
本校の学生課は、担当する業務によって５つの部署に分かれています。学生生

活に直接関係のある各係の主な業務は次のようになっていますので、問い合わせ
や連絡は各係の直通電話をご利用ください。

なお、学生課には、保護者等の皆様などから、電話での問い合わせや連絡など
が多数寄せられます。こうした電話に対して「担当係（担当者）に代わります。」
などと、電話を回すことで、ご不便をおかけすることもありますが、担当係（担当
者）ごとに専門の業務を分担しておりますことをご理解願います。また、学生の
呼び出しや伝言等の取り次ぎについては、緊急を要するもの以外は行っておりま
せんので、ご承知おきください。

寮
　
務
　
係

［直通電話］0144-67-8002
［学生寮教員当直室］0144-67-8024
（夜間緊急用17：00〜8：30）

●学生の入寮及び退寮に関すること
●寮費の徴収など諸経費に関すること
●緊急の場合の外泊の連絡

教
　
務
　
係

［直通電話］0144-67-8001
●授業、試験に関すること
●休学、復学、退学及び進級、卒業に関すること
●�在学証明書、成績証明書、卒業証明書などの学生の諸証
明に関すること
●学生証の申請に関すること
●担任に連絡がつかなかった場合の欠席等の連絡

図
　
書
　
係

［直通電話］0144-67-8905
●図書の閲覧、貸出しに関すること
●学術文献の収集及び提供に関すること
●ノートパソコンの貸与に関すること
●その他学術情報センターに関すること

学
　
生
　
係

［直通電話］0144-67-8032
●奨学金（日本学生支援機構等）に関すること
●入学料、授業料の免除等に関すること
●�学生の保健管理（カウンセリングの申込等）に関すること
●学生の課外活動、行事等に関すること
●学生旅客運賃割引証及び通学証明に関すること

キ
ャ
リ
ア
教
育
セ
ン
タ
ー

［直通電話］0144-67-8946
●就職に関すること
●進学（大学への編入学試験等）に関すること
●企業・大学の説明会等に関すること
●その他進路に関すること

教 育 理 念 豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、技術者に必要な知・徳・体のバランスの豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、技術者に必要な知・徳・体のバランスの
とれた成長を促し、社会の発展のために活躍できる人材を育てる。とれた成長を促し、社会の発展のために活躍できる人材を育てる。

本科学生の
学習目標

Ⅰ�人間性: 正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間性と教養および自主自律の精神を身につける。
Ⅱ�実践性: 創造力の基礎として、実践力および将来に向けて自らを向上させる学習習慣を身につける。
Ⅲ�国際性: 世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニケーションの基礎能力を身につける。

専攻科
学生の
学習目標

Ⅰ�人間性: 他者と協働し、未来の社会に寄与する、豊かな人間性と教養及び広い視野を身につける。
Ⅱ�創造性: 工学分野における専門的な知識と経営的知識に加え、複数の視点で物事をとらえて新しい技術を創造する基礎力を身につける。
Ⅲ�国際性: 地域や国際社会で活躍するための教養とコミュニケーション能力及び相互理解の精神を身につける。

創造工学科の目的
創造工学科は、工学分野共通の基礎を教育した上で、豊かで安全な未来を創造するための核となる専門分野とその周辺の知識と
技術に関する実践的な教育を行い、豊かな人間性と自主性及び広い視野をもった人材を育成する。

創造工学専攻の目的
専門知識や技術を基礎とし、経営的知識をもって社会変化に柔軟に対応して、新しい分野でも活躍できる実践的・複合的能力を
養成する。

研 究 の 目 的 ・ 社 会 貢 献 の 目 的

学術の進展に教育内容を即応させるため、必要な研究を行う。
また、研究活動や地域への教育活動等を通して、地域・社会の
発展に寄与する。

国 際 交 流 の 目 的

広く世界の文化について理解し、国際的視野をもって、世界や
地域社会で活躍する実践的人材を育成することを国際交流の
目的とする。また、教職員の国際感覚を磨き、グローバルかつ
先進的な教育・研究を推進する。

6 高専通信 Vol.168
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卒
業
生
・
修
了
生
へ
贈
る
言
葉

本
科
卒
業
生
な
ら
び
に
専
攻
科
修
了
生
の
皆
さ
ん
、卒
業
・
修
了
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
暖
か
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
の
皆
様
方
、心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
度
、苫
小
牧
高
専
開
校
六
十
周
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
皆
さ

ん
の
卒
業
・
修
了
を
祝
え
る
こ
と
を
心
よ
り
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
校
の

卒
業
生
は
、こ
れ
ま
で
に
八
千
七
百
名
を
超
え
て
お
り
、皆
さ
ん
も
そ
の
一
員

と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、専
攻
科
は
四
百
七
十
名
を
超
え

る
修
了
生
が
い
て
、広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
科
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
、創
造
工
学
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
な
ど
、特

色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
、将
来
ど
の

よ
う
な
活
躍
を
す
る
の
か
、教
職
員
は
も
と
よ
り
、諸
先
輩
も
大
変
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
専
攻
科
修
了
の
皆
さ
ん
は
、創
造
工
学
専
攻
に
お
い
て
工
学

の
専
門
分
野
に
加
え
て
経
営
的
知
識
も
学
ぶ
な
ど
、分
野
を
横
断
す
る
幅
広

い
知
識
を
身
に
付
け
て
お
り
、変
革
の
時
代
を
牽
引
す
る
技
術
者
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
入
学
し
た
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

拡
大
し
、入
学
後
す
ぐ
に
遠
隔
授
業
に
切
り
替
わ
る
な
ど
、学
生
生
活
に
大
き

な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、皆
で
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
よ
う
と

取
り
組
ん
だ
経
験
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
お
い
て
出
会
う
で
あ
ろ
う
よ
り

大
き
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、世
界
情
勢
は
混
迷
を
極
め
、そ
の
影
響
は
経
済
活
動
だ
け
で
は
な
く
教

育
の
場
に
も
及
ん
で
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、世
界
中
の
人
々
が
安
心
し

て
豊
か
な
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、高
い
志
を
持
っ
た
技
術
者
・
研
究
者
と

し
て
研
鑽
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
は
半
導
体
産
業
の
世
界

的
拠
点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
皆
さ
ん
が
活
躍

す
る
様
々
な
分
野
に
お
い
て
北
海
道
産
半
導
体
が
中
核
を
担
う
時
代
が
来
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
D
X
や
G
X
に
関
す
る
素
養
を
育
ん
だ
皆
さ
ん
が
築
い

て
い
く
新
時
代
に
希
望
と
期
待
を
持
っ
て
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
校
の
教
育
理
念
に
は
、「
豊
か
な
人
間
性
お
よ
び
自
主
自
律
の
精
神
を

育
成
し
、技
術
者
に
必
要
な
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
を
促
し
、

社
会
の
発
展
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
。」
と
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
理
念
を
胸
に
、自
ら
進
ん
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。
将
来
何
か
難
し
い
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
、恩
師
で
あ

る
先
生
た
ち
は
必
ず
や
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
、皆
さ
ん
に
は
高
専
に
お
け
る
教
育
と
研
究
に
関
心
を
持

ち
続
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
高
専
を
応
援
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
専
の
門
戸
は
卒
業
生
・
修
了
生
に
も
開
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、気
兼
ね
な

く
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。
私
た
ち
、教
職
員
一
同
、社
会
で
活
躍
し
て
い
る
皆
さ

ん
と
再
会
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
未
来
社
会
を
築
く
の
は
皆
さ
ん
た
ち
の
世
代
で
す
。
皆
さ
ん

の
さ
ら
な
る
成
長
を
願
う
と
と
も
に
、皆
さ
ん
の
未
来
に
心
か
ら
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

令
和
七
年
三
月
十
四
日

�

苫
小
牧
工
業
高
等
専
門
学
校
長　

小　

林　

幸　

徳



卒 業 生 保 護 者 か ら の 言 葉

 Stay hungry, Stay foolish. 電気電子系卒業生／久保遥輝　《父》 久保輝洋

試練と成長の5年間、そして次のステージへ 情報科学・工学系卒業生／三浦大知　《母》 三浦史佳

ご卒業、おめでとうございます！

殆どの方がエンジニアという、社会の進歩を担う希少で価値

ある専門家としての道を歩み始められるのでしょうね。 橋や建物、

スマートフォンやAI、あらゆるものがエンジニアリングによって生

み出され、皆さんの若い発想力が進化を加速するものと信じてい

ます。

ただその力は社会に影響するが故に責任が伴う事も忘れないで

ください。 一見豊かで便利そうに見えるけど実はツマラナイ、ま

してや不幸な世の中にならない様、常に目を凝らして頂きたいの

です。「 社会に出る前から無理言うな」とツッコまれそうですが、

皆さんは確実に様々な困難に直面します。 これまで経験したこと

のない事が次々と起き、それどころではないかもしれません（それ

以上に楽しい事も多いのでご心配なく）。

皆さんがよくご存じの先生が、タイトルの英文を含んだメッセージ

をお部屋に貼ってらっしゃいます。 これは常に学び続け、現状に満

足せず、新しい知識や経験に貪欲であれ。 そして常識にとらわれ

ず、失敗を恐れず、愚直に挑戦し続けろ、と一般的には解釈されて

います（ 皆さんの解釈は如何に？）。

私はこのメッセージが、特に高専を卒業された方には突破口とな

り皆さんの将来が輝かしい成功に満ちたものになることを信じてい

ます。 Stay hungry, Stay foolish. そして、世界を変えてください。

卒業生の皆様、ご卒業おめでとうございます。

５年前の入学式の日が昨日の事のように目に浮かびます。

初めての寮生活、心配な部分半分、独り立ちへの第一歩だと期

待する気持ち半分を抱きながら送り出しました。 ところが２日後に

いきなり休校の連絡!! 再び自宅へ逆戻りしてオンライン授業の日々

への突入でした。

中学校の卒業式あたりからコロナ禍が始まり、子どもたちは色々

な不便を強いられた学生生活だったなと思います。 そんな中でも

一歩づつ確実に課題をこなし、進路を決定し、卒業研究に苦労し

ながら取り組んでやり遂げた姿に成長を感じました。

５年間の学生生活を終え、これから社会人生活へ踏み出す息子

へ、５年前と同じく不安半分期待半分を抱きながらエールを送り

ます。 高専生活で培った知識や経験

を武器にして新たなステージを戦って

いっていただきたいと思っています。

諸先生方、５年間ご指導いただき

本当にありがとうございました。

8 高専通信 Vol.168
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高専生活の５年間は長いようであっという間で
す。社会人への準備期間として、より良い人間関係
を築くことが何よりも重要だと感じました。私は、
苫小牧高専に推薦型で合格したものの、初めは勉強
についていけず最低ランクの学力でした。そんな中、寮生の仲間や信頼でき
る友達、熱くなれる部活のメンバーに支えられ、部活と勉強を両立させ、どち
らもより良い結果を残すことが出来ました。
高学年になると、卒業研究の始まりや授業数の減少などにより、学校内で

関わる人が限定され始めます。しかし、社会に出ると自分の好きな人以外と
関わることが大半です。話す相手が同年代ではなくなるにつれ感覚にギャッ
プが生じストレスに感じることが増えると思います。そんな中でも生きてい
くためには、自分自身と異なる環境にいる人や異なる年齢の人と多く接する
癖をつけることが大切です。
新入生や在校生の方には、是非とも多くの人と関わることで経験を積み、

苫小牧高専生として社会に誇れる人になってください！

苫小牧工業高等専門学校 9

高専生活を振り返って
都市・環境系 寺田　快

VOICES of Graduates
卒業生・修了生からの言葉

高専での5年間を振り返ってみると、入学してすぐ
にコロナ禍で遠隔授業が始まり、友達を作るタイミ
ングもなく不安なスタートでした。さらに、膨大な
課題や難易度の高い専門科目にも苦戦し、果たして
自分は卒業できるのかと思うことばかりでした。そ
れでも、機械系のみんなと助け合いながら、無事に卒業を迎えることができ
ました。
高専生活は、常にやらなきゃいけないことが山積みで本当に大変でした。

ですが、あの時くじけずに取り組んだ経験が、今では自分の大きな力になっ
ていると実感しています。
私は多くの人に支えられながら様々な経験を積み、人と関わる上で大切な

ことを数え切れないほど学びました。学生だからこそ許されること、挑戦で
きることがたくさんあります。自分のやりたいこと、今しかできないことを
大切にしながら、充実した学生生活を送って欲しいです！
最後になりますが、ご指導いただいた先生方、一緒に歩んできた仲間、

自分を頼ってくれた後輩たち、ずっと支えてくれた家族に心から感謝申し
上げます。

高専生活を振り返って
機械系 辻本隼也

入学したばかりの頃は、5年という月日を非常に
長く感じておりました。
しかしながら、慌ただしくも充実した高専生活は、

瞬く間に過ぎ去ってしまいました。
課題、レポート、試験に追われ続ける日々でした。

幾度となく挫けそうになりましたが、周囲の方々の温かい支えのおかげで
無事に卒業の日を迎えることができました。感謝の念に堪えません。
思い描いていた「聡明で凛々しい高専生」とはかけ離れた不器用な学生

生活を送ってきました。人に自慢できることは何一つないものの、私にとっ
ては全部かけがえのない思い出です。
この5年間を最後まで走り切ることができたこと、そして切磋琢磨しあえ

る素晴らしい友人たちと出会えたことは、今後の人生において大きな財産と
なるでしょう。
最後になりますが、支えてくださった全ての方々に心より感謝申し上げ

ます。また、皆様の高専生活が実り多きものとなることを、心より願っており
ます。

高専生活を振り返って
応用化学・生物系 髙野紗弥花

5年間の高専生活は、本当にあっという間でした。
入学当初はコロナ禍で遠隔授業が続き、友人関係
を築けるか不安でしたが、2年から対面授業が始ま
ると次第に仲間と打ち解け、互いに学び支え合う中
で、充実した日々を送ることができました。
情報科学・工学系の実験や研究では、知識を深めるとともに新しい技術

に挑戦することに、大きなやりがいを感じました。特にチーム開発の実験で
は、仲間と議論を重ね、課題を解決していく過程で、自身の成長を実感する
ことができました。
この5年間、私を支えてくださった先生方、家族、そして友人には心から

感謝しています。在校生の皆さん、レポートや課題に追われる日々は大変
だと思います。しかし、その努力は必ず将来に繋がります。ぜひ前向きな
気持ちで高専生活を最大限に楽しんでください。

5年間を振り返って
情報科学・工学系 小笠原圭吾

この文章を読んでいるあなたは素敵で、何か欠け
ていて、世の地獄を経験した人だと私は確信してい
ます。そして、そのような中、誠実に生き抜いてきた
あなたや私の友人達はこの文章を読んでいて、この
先知らない間に誰かを「救う」ことも、私は確信し
ています。
あなたは強く、弱く、今を耐え続けています。想像出来ないほどの、辛く痛

く、悲しく苦しい思いをして、人に伝えられないものを抱え、バラバラになっ
た心を無理やりかき集めながら、ようやくここまで辿り着いたあなたを、私
だけは忘れるつもりはありません。
孤独な秋を耐え、過酷な冬にむらがった雪をかき分けて、春に芽吹き豊潤

な夏を目指す花のように、あなたは生きています。脆弱な花は咲き、待ち続
ける鳥を救う。私たちは鳥であり、花であり、まるで自然の摂理のような関係
です。
そんな営みを生きる花と鳥は巡る季節の先で再び「出会ってしまう」から、

別れの言葉は必要ないかもしれませんね。
私はようやくプロローグが終わりましたが、あなたの人生は今何章目

ですか？

花知鳥待花─あなたは今何章目？
電気電子系 齋藤　蓮

私は中学校を卒業してから7年間の時を苫小牧
高専で過ごしました。特に専攻科に入学してから
の2年間は濃密でたくさんの経験を積むことができ
ました。私にとって高専での経験は、単に技術を学
ぶだけでなく、自分を表現し、他者と共に課題を解決する力を養うものでし
た。インターンシップでは将来社会に出て働くイメージをより明確にするこ
とができました。ニュージーランドでの語学研修では様々な国から集まっ
た友人たちと出会い、新たな環境で自分と異なる考え方を持つ人々と交流す
る楽しさを知りました。また研究室の仲間と夜遅くまで取り組んだ実験や
学外での研究活動も非常に貴重な思い出です。その成果を学会で発表した
ときには日々の成長を実感することができました。学年が上がるにつれて
自由な時間が増えます。ぜひ興味のあることに積極的に挑戦してください。
苫小牧高専は幅広い学年、専門系の学生が集まる学校で、頼もしい指導者
がたくさんいます。高専での学びを通じて多様な視点、思考をもつ仲間と
切磋琢磨し、共に成長しましょう！

7年間の思い出
創造工学専攻 横川愛莉



退 職 教 員 か ら の ご 挨 拶

特別功労賞

機械系������������ 秋 葉 一 瑳

都市・環境系��������� 辻 　 悟 司

都市・環境系��������� 西 田 那 奈

応用化学・生物系������� 山 﨑 　 流

国立高等専門学校機構学生表彰

創造工学専攻��������� 長谷川翔音

日本機械学会畠山賞

機械系������������� 真木丈士朗

全国高専土木工学会近藤賞

都市・環境系���������� 大 沢 穂 香

日本化学会北海道支部長賞

応用化学・生物系�������� 本 間 陽 菜

電気学会北海道支部長賞

電気電子系����������� 中 野 敏 清

情報処理学会北海道支部工業高等専門学校奨励賞

情報科学・工学系�������� 小笠原圭吾

精密工学会北海道支部学生奨励賞

創造工学専攻���������� 松 村 碧 陽

学 会 賞 ・ 高 専 賞
受 賞 者 一 覧

学
会
賞
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退職にあたって� 校　長　小林幸徳

令和元年10月1日に校長として着任し、令和7年3月31日

をもって定年退職しました。前半は新型コロナ感染症対策

に追われ、学生・保護者の皆様方には大変ご不便をお掛

けしました。皆様方のご理解とご協力、そして教職員の

皆様のご協力で困難な状況を乗り切れたことに感謝申し上げます。後半は

多くの学校行事を再開でき、学生諸君の元気な様子に接したことは、大きな

喜びでした。そして令和6年度には、開校60周年の各種事業に後援会、協力

会、樽前会をはじめとする皆様方のご支援をいただきました。この場を借りて、

心より感謝申し上げます。高専教育は社会の要請に応えるべくアップデートし

続けることが求められています。中核校として大きな期待を寄せられている

苫小牧高専が、益々発展することを願うとともに、OBの一人として応援し続け

たいと思います。

最後になりましたが、皆様方のご健勝と益 の々ご活躍を祈念申し上げます。

退職に当たって思うこと� 応用化学・生物系　古崎　毅

赴任してから30年が経ち，退職の日を迎えました。
その間多くのお思いでがありますが、一番は顧問をして

いた野球部が平成10年の夏季大会で円山球場に出場し
た事です。多くのOBが球場に駆けつけて下さり、その応援
を背に受けて選手が伸び伸びと試合を楽しんでくれたこと
がとても誇らしかったです。次に地域共同研究センターの仕事に8年間携わっ
た事です。幅広い人脈を築くことができ、地域の方 と々の共働の楽しさを知る
事ができました。さらに、モンゴルの高専の支援事業に10年間携わった事で
す。モンゴルの先生方の技術者育成に対する熱い思いと学生のキラキラした
瞳に沢山の刺激を受けました。そのご縁もあり、今秋から教員としてモンゴル
で働くことになりました。

今振り返ると、全ての日々 が多くの教職員に支えられ、学生からパワーを
貰って、自分を成長させてくれたと考えています。皆さんが、自分を信じて幾多
の苦難を乗り越え、限りなき宇宙の真に迫り、勇気もておのれの善を尽くし、人
の世のまことの幸を築く事ができる大人に成長する事を常に願っています！

退職のご挨拶� 機械系　當摩栄路

みなさん、こんにちは。この度3月末で本校を退職するこ
とになりました當摩です。簡単ではございますが一言ご挨
拶をさせていただきます。まず私の略歴ですが、東京の工
業系大学卒業後、東京の半導体製造装置メーカで7年間
就職し、北海道の自動車部品製造メーカに転職して約25
年間企業戦士として過ごしました。その間、技術スーパー
バイザーとして欧米諸国含む6か国の海外赴任を約5年間経験いたしました。
やがて53歳の時に自分としても転機が訪れて、山形県の鶴岡高専に機械工
学科の教員として赴任しました。家族が北海道苫小牧市に在住していた関
係もあり、苫小牧高専に転籍して現在に至ります。高専の教員として振り返り
ますと、本来学生の皆さんに教える立場ではありますが、逆に学生のみなさん
から様 な々ことを教えてもらった方が多かったような気がします。

高専の教員に赴任して１２年間と短い間ではございましたが、皆さんのご健
勝とご多幸をお祈り申し上げて退職のご挨拶とさせていただきます。

なお、４月以降は高専サテライトオフィス（C-base）でコーディネーターとして
週３回勤務し、また週１回は非常勤講師としていわゆる2刀流でまた皆さんと
お会いできるかと思います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

退職にあたって� 情報科学・工学系　阿部　司

故 今田先生からのお誘いにより平成4年に情報工学科
の教員として採用され令和6年7月末に退職しました。

本校電気工学科12期の卒業生です。大学を卒業後、
現NTTコムウェアに就職し、担当した電子交換機ソフト
ウェア開発の経験から主に情報通信系の教科を担当して
きました。

学生時代を含め約40年間高専で過ごしてきたことになります。
この間、担任・顧問・校務・系長などを担当させていただきました。至ら

なかった事が多々あり大変申し訳なかったと思っております。一方、情報
科学・工学系（情報工学科）の卒業生の活躍や、卒業生を本校の教員と
して迎えた事など、少しはお役に立てたのではないかと思います。

退職するまで大きな災害も経験しましたが、特に病気療養、コロナ禍の
期間は、教職員だけではなく学生の皆さんの御協力に大変感謝しており
ます。

本校を卒業する時に、教員として戻ってくるとは全く考えていませんでした。
学生の皆さん、今後の人生に何があるか分かりませんが、自分を大切にして、
その時に出来ることに努力していただきたいと思います。



KOSEN Global Camp in 苫小牧 座談会
令和７年２月22日〜３月１日の８日間、KOSEN Global Camp 2025 in 苫小牧が行われました。参加者22名のうち、苫小牧高専から参加した５名で座談会を行いました。

聞き手：有馬 隆司准教授、アルテアガ アルテアガ フェルナンド特命准教授、上場 一慶助教
２年３組：藤松 紗也　２年４組：荒木 佑斗　２年４組：庄司 大地　２年５組：三上 皓聖　３年１組：五十嵐 夏樹

本イベントは、モンゴル・タイ・日本の高専生が多国籍でチームを組み、様々な課題に英語を用いて取組み、知識や技術を身につけるだけではなく、異文化理解やコミュニケーショ
ン力の伸長を図ることを目的として行われました。参加者は全員苫小牧市内のホテルに宿泊しプログラム時間外も自由に交流を楽しみました。

主な内容
●ものづくり実習：チームでパスタブリッジを作成・パスタブリッジコンテスト、創造工学工房でオリジナル箸作り　●マネジメント実習：２人１組で経営シミュレーションゲーム

（SCCゲーム）、成果発表会（ポスター発表）　●学外見学：エスコンフィールド、トヨタ自動車北海道、ウポポイ　●フェアウェルパーティー：各国からの出し物、スピーチ

❶
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

庄
司
　
最
初
の
き
っ
か
け
は
藤
松
さ
ん
に
誘
っ
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
す
。
僕
は
海
外
に
行
っ
た
り
海
外
の
人
と
関

わ
っ
た
り
っ
て
い
う
経
験
が
ほ
ぼ
な
か
っ
た
の
で
、一
年
生

の
う
ち
に
こ
う
い
う
経
験
が
で
き
る
の
は
す
ご
く
い
い

機
会
だ
な
と
考
え
て
、参
加
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

荒
木
　Team

s

の
国
際
交
流
チ
ー
ム
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

来
た
案
内
に
、エ
ス
コ
ン
の
ツ
ア
ー
に
行
け
る
っ
て
書
い
て

あ
っ
た
の
で
、エ
ス
コ
ン
行
け
る
じ
ゃ
ん
！
っ
て
申
し
込
ん

で
み
た
ら
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
と
い
う
次
第
で
す
。
何
も
知
ら
ず
に
申
し
込

み
ま
し
た(

笑)

藤
松
　
一
年
生
の
夏
休
み
に
学
校
の
イ
ベ
ン
ト
で
1
週

間
ぐ
ら
い
タ
イ
に
行
っ
て
、そ
こ
で
英
語
を
使
う
っ
て
楽

し
い
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ず
っ
と
英
語
を
勉

強
し
て
る
中
、国
際
交
流
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
案
内
を
見
て
、自
分
の
英
語
力
を
試
す
機
会
に
な
る

と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
　
過
去
に
タ
イ
と
か
に
行
っ
た
経
験
が
あ
っ
た
こ

と
と
、去
年
函
館
のG

lobal�Cam
p

に
参
加
し
て
、す

ご
く
楽
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
国
際
交
流
で
、し
か
も
エ

ス
コ
ン
と
か
に
も
行
け
る
っ
て
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
魅
力

的
だ
っ
た
の
で
、行
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

三
上
　
昔
か
ら
英
語
は
結
構
や
っ
て
き
た
方
だ
っ
た
の

で
、英
語
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
大
体
参
加
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、私
は
長
期
休
み
に
な
る

と
、生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
の
で
、そ
の
間
に
規
則
正
し

く
生
活
で
き
る
期
間
を
設
け
て
お
い
た
方
が
い
い
な
と

思
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
。

❷
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
っ
て
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
は
？

庄
司
　
海
外
の
人
と
関
わ
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、

英
語
で
外
国
の
人
と
話
し
て
み
る
っ
て
い
う
そ
の
経
験
自

体
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。
話
し
て
み
て
、自
分

に
英
語
力
が
全
く
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
い
う
の
も

あ
り
ま
し
た
。
あ
と
は
最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
使
う
ポ
ス
タ
ー
を
、夜
ホ
テ
ル
で
作
る
時
に
、ペ
ア
の

人
と
英
語
で
話
し
た
り
雑
談
と
か
で
き
た
時
間
が
す
ご

く
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。

荒
木
　
2
日
目
の
昼
食
時
、み
ん
な
で
同
じ
お
弁
当
を

食
べ
て
い
た
と
き
隣
の
タ
イ
の
人
が
箸
で
梅
干
し
を
つ

ま
ん
で
、こ
れ
は
何
？
っ
て
聞
い
て
き
た
の
で
、ベ
リ
ー
デ

リ
シ
ャ
ス
フ
ー
ド
っ
て
騙
し
て(

笑)

い
い
感
じ
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ま
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
の
皆
で
最
終

日
の
前
日
に
夕
食
を
食
べ
に
行
っ
た
ん
で
す
が
、そ
こ
で

も
ま
た
、梅
干
し
の
件
の
タ
イ
の
人
が
お
す
す
め
は
？
と

聞
く
の
で
、イ
カ
墨
パ
ス
タ
を
指
し
て
、こ
れ
が
お
す
す

め
で
す
と(

笑)

　
そ
の
後
、タ
イ
や
モ
ン
ゴ
ル
の
人
が
友

達
に
食
べ
さ
せ
る
と
言
っ
て
、ド
ン
キ
ホ
ー
テ
で
皆
で
梅

干
し
を
買
っ
て
た
り
し
て
い
た
の
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

上
場
　
梅
干
し
を
も
ら
っ
た
他
の
外
国
人
学
生
の
反
応
は
ど
う
で
し
た

か
？

荒
木
　
驚
い
て
い
ま
し
た(

笑)

藤
松
　
梅
干
し
だ
け
じ
ゃ
な
く
、ホ
テ
ル
の
朝
食
で
出
た
納
豆
も
外
国

の
方
々
に
は
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
初
め
て
」「
臭
い
」と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
文
化
の
違
い
が
大
き
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

三
上
　
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
と
札
幌
へ
行
っ
て
、ア
ニ
メ
イ
ト
に
行
き
ま
し

た
。
私
も
含
め
全
員
が
初
め
て
入
り
ま
し
た
が
、日
本
に
来
て
数
日
し

か
経
っ
て
な
い
人
達
が
ま
る
で
ベ
テ
ラ
ン
の
よ
う
で
し
た
。
私
よ
り
ア
ニ

メ
の
知
識
が
豊
富
で
、こ
れ
は
こ
う
い
う
キ
ャ
ラ
で
、こ
う
い
う
ア
ニ
メ
の

こ
う
い
う
シ
ー
ン
で
と
い
う
話
を
聞
き
な
が
ら
札
幌
を
回
っ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。

五
十
嵐
　
最
終
日
のSCC

ゲ
ー
ム
が
、説
明
も
全
部
英
語
で
全
く
分
か

ら
な
く
て
困
り
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い
中
で
、タ
イ
の
学
生
さ
ん
が
す

ご
く
色
々
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
て
、分
か
ら
な
い
な
り
に
少
し
は
楽
し
め

た
の
で
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。

❸
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は
？

庄
司
　
一
番
大
き
か
っ
た
の
は
や
っ
ぱ
り
英
語
で
す
。
学
校
の
英
語
の

時
間
で
は
筆
記
に
対
し
て
、あ
ま
り
喋
る
こ
と
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
、英
語
だ
け
で
過
ご
し
て
み
る
環
境
で
、話
す
力
と
か
リ
ス
ニ
ン
グ
能

力
が
か
な
り
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
一
番
は
危
機
感
で
し
た
。
普
段
英
語
を
勉
強
し
て
い
て
も
実

際
喋
る
っ
て
な
る
と
全
然
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
し
、話
す
の
も
す
ご
く
苦

手
で
、な
ぜ
か
日
本
語
に
な
っ
ち
ゃっ
て
。
そ
う
い
う
普
段
得
ら
れ
な
い

英
語
の
一
面
を
勉
強
で
き
て
す
ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

三
上
　
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
の
一
人
と
友
達
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
チ
ー

ム
で
夜
ご
飯
に
行
く
時
も
、そ
の
人
が
海
外
の
人
を
集
め
て
く
れ
た
り

し
て
頼
り
に
な
り
ま
し
た
。

❹
こ
れ
か
ら
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
を
考
え
て
い
る
学
生
に
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
と
し
た
ら
？

庄
司
　
上
手
な
英
語
を
話
す
の
も
大
切
な
ん
で
す
け
ど
、そ
れ
よ
り
伝

え
た
い
っ
て
い
う
気
持
ち
や
、伝
え
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
が
一
番
大
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
英
語
ち
ょっ
と
苦
手
っ
て
人
は
、う
ま
く
伝
え
よ
う

と
す
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、単
語
だ
け
で
も
い
い
か
ら
伝
え
よ
う
と
頑
張
る

姿
勢
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

荒
木
　
海
外
の
人
と
話
す
っ
て
こ
と
は
、や
っ
た
こ
と
な
い
人
か
ら
す
れ

ば
怖
い
と
い
う
か
、緊
張
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
う
ま
く
伝
え
ら

れ
る
か
な
っ
て
い
う
不
安
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、と
り
あ
え
ず
片
言
で

も
簡
単
な
単
語
で
も
い
い
か
ら
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ろ
う
と
い

う
意
思
を
見
せ
る
の
が
一
番
大
事
か
な
っ
て
思
い
ま
し
た
。

藤
松
　
国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
っ
て
い
う
気
持
ち
自
体
が

す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。私
は
今
回
のG

lobal�Cam
p

だ
け
じ
ゃ

な
く
、色
々
な
国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
英
語
を
話
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
英
語
力
は
十
分
に
付
け
れ
て
な
い
で
す
が
、そ
の
経
験
が
す

ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
お
互
い
英
語
が
理
解
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
、言
語
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
手
段
で
し
か
な
い
と
思
う
か
ら
、ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
で
伝
え
る
と
か
、写
真
見
せ
て
こ
ん
な
感
じ
だ
よ
っ
て
い
う
よ
う

な
、言
葉
以
外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
手
段
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

た
く
さ
ん
持
っ
て
お
く
と
良
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
手
段
が
あ
っ

た
ら
な
ん
と
か
な
る
と
思
い
ま
す
。

三
上
　
事
前
に
英
語
のYouTube

を
見
て
、完
全
に
は
分
か
ら
な
く
て

も
、ぼ
ん
や
り
言
っ
て
る
意
味
が
分
か
る
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
お

く
と
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
英
語
が
不
安
な
参
加
者
が
結
構
い
た
と

思
う
ん
で
す
け
ど
、留
学
生
も
日
本
人
も
英
語
得
意
な
人
が
橋
掛
け
役

に
な
っ
て
く
れ
て
、な
ん
や
か
ん
や
ど
う
に
か
な
る
の
で
、あ
ま
り
恐
れ

ず
に
参
加
し
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

藤
松
　
英
語
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
っ
て
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
聞
く
と
、英
語
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
ち
ょっ
と
参
加
し
づ
ら
い
イ
ベ

ン
ト
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、他
高
専
の
学
生
と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。

❺
今
回
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
た
い
？

庄
司
　
参
加
す
る
前
は
海
外
の
人
と
関
わ
る
の
が
ち
ょっ
と
怖
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、参
加
し
た
ら
怖
い
よ
り
楽
し
い
が
強
か
っ
た
で
す
。
今
回
得

た
知
識
や
経
験
を
別
の
国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
活
用
し
た

い
で
す
。
あ
と
、参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、海
外
の
人
と
話
し
た
こ

と
が
な
い
人
が
多
い
と
思
う
の
で
、そ
う
い
う
人
に
“
国
際
交
流
は
面

白
い
よ
”っ
て
い
う
の
を
伝
え
た
い
な
と
思
っ
て
ま
す
。

荒
木
　
僕
に
と
っ
て
初
め
て
の
国
際
交
流
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、初
め

て
会
っ
た
海
外
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
も
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
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座談会についてのコメント

《フェルナンド先生》
Global Campは1週間という短い期間でしたが、参加全員にとって忘れられない思い出となったに間違いありません。参加
者たちは、英語力の向上や留学生との交流など、さまざまな目的を持ってキャンプに参加しました。そして、学生たちのGlobal 
Campへ参加前と参加後の成長がはっきりと見られたことが、この事業の一つの貴重な成果であったと思います。授業では、文
法などを学びながら、英語で自国の文化について説明などをして母語の異なった人との交流を行っていました。母語が異なると
英語での発音にもクセが出るため聞き取ることに苦労しているようでした。これからは海外との交流する機会が増えるでしょ
う。英語で共通で会話するだけではなく、お互いの背景なども考えるよい体験になったかと思います。

《上場先生》
今回のKOSEN Global Campではタイ、モンゴル、日本の高専生が集まってパスタブリッジの作成やオリジナル箸作り、スマート
フォンの製造会社の経営をシミュレーションする実習などを行いました。慣れない英語での交流でしたが、みんな積極的にコ
ミュニケーションをとりながら協力して課題に取り組み、交流を深めていました。これからもぜひ様々な活動に参加し異文化交
流を経験して、将来に活かして欲しいと思います。

《有馬先生》
まず、参加した学生の皆さんが積極的に異文化交流を楽しんでいる様子が伝わり、大変嬉しく思いました。交流の過程で多少
の失敗や後悔もあったようですが、それらを前向きに捉えている姿勢が素晴らしかったです。今回の経験を通じて、国際交流へ
の意欲が高まった方、英語学習への取り組みを一層深めている方、またSNS等を活用して継続的に交流を続けている方など、そ
れぞれが将来につながる貴重で有意義な経験をされたことと思います。皆さんのさらなる成長を楽しみにしています。

る
こ
と
も
で
き
た
の
で
、1
回
参
加
す
る
だ
け
で
す
ご
く
自
信
が
つ
き
ま

し
た
。“
英
語
が
話
せ
る
”
み
た
い
に
な
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
、簡

単
な
英
語
し
か
使
っ
て
な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
た
の
で
、

今
後
の
国
際
交
流
で
も
、こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
色
ん
な
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

藤
松
　
今
回
のG

lobal�Cam
p

で
は
、日
本
語
で
は
な
く
英
語
で
話
す

と
い
う
、日
常
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
海

外
で
働
く
機
会
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、そ
の
時
に
ま
た
今
回
の
経

験
を
活
か
し
て
い
け
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
今
回
モ
ン
ゴ
ル
と
か
タ
イ
の
人
と
話
す
機
会
が
多
く
て
、一

番
思
っ
た
の
は
文
化
の
違
い
で
、同
じ
よ
う
な
事
で
も
自
分
た
ち
が
感
じ

る
こ
と
と
相
手
の
受
け
取
り
方
は
違
う
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
が
分
か
り

ま
し
た
。�

就
職
し
て
色
々
な
国
の
人
と
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、そ
う
い
う
場
面
で
自
分
と
相
手
は
違
う
と
い
う
の
は
当
た
り

前
と
し
て
、言
葉
と
か
相
手
の
生
活
と
か
、そ
う
い
う
側
面
を
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

番
外
編

❶
「
英
語
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
率
直
な
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

庄
司
　
難
し
い
け
ど
楽
し
い
で
す
。
日
本
で
生
活
し
て
い
る
と
、英
語

だ
け
で
生
活
す
る
っ
て
い
う
の
は
ほ
ぼ
な
い
の
で
、僕
に
と
っ
て
は
挑
戦

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
き
た
い
し
、こ
の
英
語
だ

け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
っ
て
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、別
な
機
会
で

も
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

荒
木
　
自
分
に
で
き
る
か
は
自
信
が
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、実
際
に

や
っ
た
ら
楽
し
い
し
、笑
い
が
取
れ
た
り
、達
成
感
が
あ
っ
た
り
。
す
ご

く
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

藤
松
　
自
分
の
英
語
力
の
な
さ
か
ら
、相
手
を
困
ら
せ
て
し
ま
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、英
語
の
授
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
、海
外
の
人
々

と
の
交
流
の
中
で
の
生
き
た
英
語
を
使
っ
て
い
け
た
ら
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。

五
十
嵐
　
英
語
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
っ
て
い
う
の
を
あ
ん

ま
り
意
識
し
て
な
く
て
、日
本
語
や
翻
訳
ア
プ
リ
と
か
も
使
っ
ち
ゃっ
て

た
ん
で
す
が
、向
こ
う
も
英
語
圏
の
人
で
は
な
い
の
で
な
ま
り
と
か
も
あ

り
、英
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
よ
り
は
国
際
交
流
と
し
て
面
白
か
っ
た

な
あ
と
い
う
感
想
で
す
。
英
語
圏
の
人
に
来
て
も
ら
う
と
か
、日
本
で

や
る
と
日
本
語
を
結
構
使
っ
て
し
ま
う
の
で
、英
語
圏
の
国
に
行
っ
た
り

し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

❷
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
間
外
で
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
こ
と

庄
司
　
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
出
し
物
を
し
た

こ
と
で
す
。
折
り
紙
と
か
、フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト(

？)

と
か
。
後
は

モ
ン
ゴ
ル
の
方
の
出
し
物
が
歌
で
、先
生
が
も
の
す
ご
く
歌
が
う
ま
か
っ

た
の
も
印
象
に
残
っ
て
ま
す
。
歌
の
意
味
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
ん

で
す
け
ど
、す
ご
く
い
い
歌
だ
な
と
。
モ
ン
ゴ
ル
の
人
が
皆
で
歌
う
の

か
と
思
っ
た
ら
先
生
だ
け
歌
っ
て
て
、カ
ラ
オ
ケ
み
た
い
で
し
た
。
あ
と
、

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
内
の
ロ
ビ
ー
で
モ
ン
ゴ
ル
の
学
生
と
話
し
込
ん
だ
り

し
た
の
が
思
い
出
に
残
っ
て
ま
す
。

藤
松
　
最
終
日
に
モ
ン
ゴ
ル
高
専
の
学
生
さ
ん
が
お
土
産
で
く
れ
た
モ

ン
ゴ
ル
の
チ
ョ
コ
が
す
ご
く
美
味
し
く
て
、思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
　
夕
食
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、チ
ー
ム

の
人
と
夜
ご
飯
に
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
、ス
シ
ロ
ー
と
か
し
ゃ
ぶ
葉
は
、タ

イ
に
も
あ
る
よ
っ
て
言
わ
れ
て
、せ
っ
か
く
ド
ヤ
顔
で
連
れ
て
っ
た
の
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た(

笑)

　
あ
と
は
、タ
イ
で
の
大
き
な
地
震
や
、水
か

け
祭
り(

ソ
ン
ク
ラ
ー
ン)

の
写
真
をLIN

E

で
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
終
わ
っ
た
後
も
色
々
と
交
流
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

❸
準
備
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
も
の
は
？

庄
司
　
日
本
の
お
菓
子
を
持
っ
て
い
っ
た
お
か
げ
で
仲
が
深
ま
り
ま
し

た
。
共
通
の
話
題
に
な
る
の
で
持
っ
て
い
っ
て
損
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
と
や
っ
ぱ
り
英
語
の
準
備
は
し
て
お
い
た
方
が
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
英
語
の
単
語
帳
に
目
を
通
し
て
お
く
と
か
、少
し
で
も
準
備
し

て
お
い
た
の
が
助
け
に
な
っ
た
か
な
？�

っ
て
思
い
ま
し
た
。

荒
木
　
何
も
準
備
し
て
ま
せ
ん
。
英
語
の
勉
強
も
せ
ず
に
行
き
ま
し

た
（
笑
）

上
場
　
な
ん
と
か
な
っ
た
？

荒
木
　
な
ん
と
か
な
り
ま
し
た
。た
だ
自
己
紹
介
の
内
容
だ
け
は
ち
ょっ

と
決
め
て
ま
し
た
。
野
球
好
き
だ
か
ら
、エ
ス
コ
ン
に
行
け
る
か
ら
来

た
っ
て
言
お
う
と
は
思
っ
て
い
て
、実
際
そ
れ
で
自
己
紹
介
し
ま
し
た
。

藤
松
　
私
も
何
も
準
備
し
て
な
か
っ
た
で
す
。
日
本
の
お
土
産
を
ち
ょっ

と
用
意
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

五
十
嵐
　
自
分
も
お
菓
子
で
、『
た
け
の
こ
の
里
』と
『
き
の
こ
の
山
』

を
両
方
買
っ
て
、お
土
産
の
お
返
し
で
配
り
ま
し
た
。『
た
け
の
こ
の
里
』

と
『
き
の
こ
の
山
』
ど
っ
ち
が
好
き
か
？�

を
聞
い
た
り
し
て
、そ
れ
で

盛
り
上
が
れ
た
の
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

上
場
　
海
外
の
人
に
は
ど
ち
ら
が
人
気
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

五
十
嵐
　
半
々
く
ら
い
で
す
ね
。
ど
ち
ら
と
も
人
気
で
し
た
。

三
上
　YouTube

で
英
語
に
耳
慣
ら
し
て
お
く
と
、結
構
役
に
立
つ
の

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

❹
今
だ
か
ら
言
え
る
失
敗
談

庄
司
　
英
語
が
苦
手
な
の
で
、発
表
の
準
備
で
先
に
言
う
こ
と
を
調
べ

て
ノ
ー
ト
に
書
い
て
お
い
た
の
で
す
が
、読
め
な
い
単
語
を
多
く
詰
め
込

み
過
ぎ
て
、発
表
時
間
内
に
終
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
結
局
相
方
に

頼
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
章
の
準
備
も
そ
う
で
す
が
、基
礎
的
な

英
語
能
力
を
鍛
え
な
い
と
ダ
メ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

三
上
　
最
終
日
に
、何
人
か
で
札
幌
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

苫
小
牧
っ
て
結
構
大
き
な
駅
な
の
で
、札
幌
ま
で
行
く
列
車
は
結
構
あ
る

だ
ろ
う
と
高
を
括
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、苫
小
牧
は
都
会
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
田
舎
で
し
た
。
意
気
揚
々
と
ホ
テ
ル
を
出
た
も
の
の
、し

ば
ら
く
途
方
に
暮
れ
て
、結
局
『
よ
い
と
ま
け
』
を
食
べ
な
が
ら
時
間

を
潰
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、札
幌
に
着
い
た
ら
暗
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

結
構
急
ぎ
足
な
観
光
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
電
車
の
時
間
は
調
べ

な
い
と
と
い
う
反
省
で
す
ね
。

五
十
嵐
　
他
の
高
専
の
人
と
も
喋
れ
て
す
ご
く
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、あ

ま
り
日
本
人
が
多
い
環
境
に
甘
え
な
い
で
、他
の
国
の
人
と
も
っ
と
積
極

的
に
話
す
べ
き
だ
っ
た
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

荒
木
　
タ
イ
の
仲
良
く
な
っ
た
人
か
ら
無
地
の
銀
紙
に
包
ま
れ
た
ガ
ム

を
渡
さ
れ
て
、味
も
聞
か
ず
に
食
べ
た
ら
す
ご
く
強
烈
な
ハ
ー
ブ
で
し

た
。
毎
回
呼
吸
す
る
た
び
に
ハ
ー
ブ
が
鼻
か
ら
つ
き
抜
け
て
い
く
よ
う

な
凄
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
今
後
は
海
外
の
人
か
ら
渡
さ
れ
も
の
は
味

を
聞
い
て
お
こ
う
と
思
い
ま
し
た(

笑)

三
上
　
せ
っ
か
く
参
加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、プ
ロ
グ
ラ
ム
以
外
の
時
間

に
、日
本
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
海
外
の
人
に
話
し
に
行
っ
た
り
、夜
ご
飯
を

一
緒
に
食
べ
に
行
っ
た
り
、も
う
ち
ょっ
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
れ
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、な
る
べ
く
英
語
で
話

す
っ
て
い
う
努
力
を
し
た
方
が
い
い
な
と
か
思
い
ま
し
た
。

❺
そ
の
他

有
馬
　G

lobal�Cam
p

が
終
わ
っ
た
後
の
学
習
で
、何
か
続
け
た
り
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？�

自
分
で
英
語
を
勉
強
し
た
り
、英
語
圏

の
文
化
に
自
ら
触
れ
て
み
よ
う
み
た
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
り
。
も
し
く

は
普
段
の
英
語
の
授
業
を
去
年
と
は
違
っ
た
態
度
で
受
け
れ
て
い
る
と

か
。
そ
う
い
っ
た
英
語
に
対
す
る
向
き
合
い
方
で
、変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
？

庄
司
　
学
校
の
国
際
交
流
以
外
で
も
、イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
と
い
う
、

他
団
体
が
札
幌
で
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
他
の

国
の
文
化
だ
っ
た
り
を
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
、こ
の
前
は
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

五
十
嵐
　
そ
ん
な
に
英
語
が
苦
手
な
意
識
は
今
ま
で
な
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、い
ざ
話
し
て
み
る
と
全
然
で
き
て
な
く
て
。
文
法
と
か
も
そ
う

で
す
し
、単
語
力
が
圧
倒
的
に
無
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と
、最
近

英
検
と
かTO

EIC

の
勉
強
と
か
を
始
め
て
て
、リ
ス
ニ
ン
グ
が
思
っ
た
よ

り
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
て
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、YouTube

で
動

画
見
て
み
る
と
か
、洋
楽
聞
い
て
み
る
と
か
、最
近
は
意
識
的
に
し
て
ま

す
。
ち
ょっ
と
で
す
け
ど
。

荒
木
　YouTube

で
海
外
の
ゲ
ー
ム
実
況
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
見
る
よ
う

に
な
っ
て
、内
容
は
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、そ
れ
で
も
頑
張
っ
て
聞
い
て
ま
す
。

三
上
　
以
前
タ
イ
へ
の
留
学
に
参
加
し
た
時
に
も
感
じ
た
こ
と
な
ん
で

す
け
ど
、な
ま
り
が
強
い
人
っ
て
結
構
い
て
、そ
の
対
応
っ
て
綺
麗
な
英

語
だ
け
聞
い
て
も
あ
ま
り
身
に
つ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
、イ
ン

ド
圏
の
人
の
動
画
と
か
見
る
と
、な
ま
り
が
強
い
中
で
何
を
言
っ
て
る
の

か
推
測
す
る
能
力
が
つ
き
ま
す
。

藤
松
　
イ
ン
ス
タ
で
、も
う
一
つ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
っ
て
、英
語
に
関
す

る
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、英
語
に
た
く
さ
ん
触
れ
る
機
会
を

作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、二
年
生
か
ら
の
英
語
の
授
業
で
の
リ
ス
ニ
ン
グ

は
と
て
も
聞
き
や
す
く
な
り
、授
業
に
参
加
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
く

な
っ
た
な
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
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令和6年度本科卒業生及び専攻科修了者の進路状況
令和6年度卒業者進路状況

系 機械系 都市・環境系 応用化学・生物系 電気電子系 情報科学・工学系 合計
求人会社数 570 389 372 573 521 2,425

卒業者数
男 33 33 32 21 33 152
女 7 9 9 2 3 30

進学者数
男 12 9 14 7 11 53
女 1 2 4 0 0 7

企 業 等
男 20 23 18 14 22 97
女 6 7 5 2 3 23

公 務 員
男 0 1 0 0 0 1
女 0 0 0 0 0 0

進学先

室蘭工業大学3
筑波大学
千葉大学
福井大学
長岡技術科学大学2
豊橋技術科学大学2
工学院大学
苫小牧高専専攻科2

北海道大学2
室蘭工業大学
豊橋技術科学大学2
長岡技術科学大学3
苫小牧高専専攻科3

北海道大学2
室蘭工業大学5
東京農工大学
豊橋技術科学大学3
東京理科大学
日本航空大学校
苫小牧高専専攻科5

長岡技術科学大学
名古屋工業大学
苫小牧高専専攻科5

長岡技術科学大学2
豊橋技術科学大学3
苫小牧高専専攻科6

就職先

㈱アイ・エス・ビー
アズビル㈱2
e.TEAM ANA
いすゞエンジン製造北海道㈱
㈱京都製作所
キリンビール㈱北海道千歳工場
㈱小松製作所
サントリープロダクツ㈱
JFEテクノス㈱
ジョンソンコントロールズ㈱
新日本空調㈱
ソニーGM＆O㈱
㈱タマディック
ナブコシステム㈱
㈱日産オートモーティブテクノロジー
日本精工㈱
㈱ネオジャパン
パナソニック㈱
パナソニックE&C㈱
㈱日立ビルシステム
ファナック㈱
フジテック㈱
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱
三菱地所コミュニティ㈱
三菱電機ビルソリューションズ㈱

㈱IHIインフラ建設
アルファ計画㈱
伊藤組土建㈱
岩田地崎建設㈱
エヌ・ティ・ティ・インフラネット㈱
㈱大林組
鹿島建設㈱
極東興和㈱
KDDIエンジニアリング㈱
㈱構研エンジニアリング
サンコーコンサルタント㈱
JFEテクノス㈱
清水建設㈱
ジョンソンコントロールズ㈱
㈱砂子組
大日本土木㈱
東京水道㈱
苫小牧港開発㈱
苫小牧港管理組合
㈱巴コーポレーション
㈱中山組
西松建設㈱
㈱NIPPO
日本高圧コンクリート㈱
パシコン技術管理㈱
パブリックコンサルタント㈱
北海道電力㈱
北海道旅客鉄道㈱
本田技研工業㈱
三井住友建設㈱
レイズネクスト㈱

出光興産㈱
王子製紙㈱苫小牧工場
㈱大塚製薬工場
サントリースピリッツ㈱3
三洋化成工業㈱
スマートホールディングス㈱
第一三共ケミ・プロ
第一三共バイオテック㈱
大日精化工業㈱
DIC㈱
日東電工㈱
日本クロージャー㈱
(一社)日本血液製剤機構4
日本ゼオン㈱
丸善石油化学㈱
メビウスパッケージング㈱
野外科学㈱
レゾナック㈱

アズビル㈱
ウェルネット㈱
王子エンジニアリング㈱
関西電力㈱
㈱札幌科工
シンセメック㈱
中部電力㈱
電源開発㈱
東京水道㈱
浜松ホトニクス㈱
非破壊検査㈱
北海電気工事㈱
北海道ガス㈱
北海道電力ネットワーク㈱
三菱電機ビルソリューションズ㈱
メビウスパッケージング㈱

アマゾンジャパン合
池上通信機㈱
㈱ヴィッツ
ウェルネット㈱
エヌ・ティ・ティ・データ・ソフィア㈱
㈱FJコンポジット
キヤノンシステムアンドサポー
ト㈱
キヤノンメディカルシステムズ㈱
㈱スリーエス
第一三共プロファーマ㈱
フジテック㈱
㈱DNP情報システム
㈱DNPデジタルソリューションズ2
㈱ディーディーエル
㈱ハイマックス2
浜松ホトニクス㈱
㈱日立ハイシステム21
㈱福井村田製作所
富士フイルムビジネスイノベー
ションジャパン㈱
ほくでん情報テクノロジー㈱2
㈱ラック
㈱RayArc

令和6年度卒業者進路状況
系 創造工学専攻

求人会社数 745

卒業者数
男 27
女 5

進学者数
男 10
女 1

企 業 等
男 17
女 4

公 務 員
男 0
女 0

進学先

北海道大学大学院8
岩手大学大学院
長岡技術科学大学大学院
香川大学大学院

就職先

ENEOS㈱
アイリスオーヤマ㈱
アクセンチュア㈱
ニチレキ㈱
長谷川体育施設㈱
浜理PFST㈱
㈱NICHIJO
㈱カネカ
㈱シーズ・ラボ
㈱タナカコンサルタント
㈱日立ハイテクフィールディング
㈱日立パワーソリューションズ
日本軽金属㈱
北都システム㈱
矢崎総業㈱

令和6年度本科卒業生及び専攻科修了生の進路状況について
 令和６年度キャリア教育センター長　八田茂実

コロナウイルスから回復してから、本科生対象の求人会社数は増加に転じており、今年度もその傾向は続い
ております（最近5年間では2024年度は2,425社、2023年度は2,382社、2022年度は2,348社、2021
年度は2,689社、2020年度は3,160社）。また専攻科生の求人会社数も確実に増加しています（2024年
度は745社、2023年度は528社、2022年度は522社、2021年度は1,084社、2020年度は1,303社）。
また、本科生182名の卒業者の進路は、36名が道内就職、85名が道外就職、60名が進学する結果となりま
した。

慢性的な人手不足の中、企業は人材確保のための待遇改善や業務効率化に取り組んでいます。しかし、
その一方では事業再編のために希望退職を募る報道なども見られます。さらに、AI技術の急速な発達によっ
て、社会が大きく変革しようとしており、従来の仕事のあり方や求められるスキルも変化しています。このような
中で、自らが学び続ける力など社会の変化に対応できる基礎力を身につけることが重要です。いくつになって
も常に自分自身のキャリア・デザインができるような素地をこの高専の在学中に作ることが不可欠と考えており
ます。このようなことを踏まえ、本校では、キャリア講話や創造工学、ホームルームを通して、コミュニケーション
力、多様な価値観への理解、将来の先見性、自分自身の理解など、社会で必要な力を持ってもらえるように、

「組織的」「系統的」なキャリア教育の一層の推進に取り組んでまいります。
2025年度も引き続き苫小牧高専同窓会である「樽前会」、苫小牧高専を支援してくださる地元を中心と

した企業の集まりである「協力会」と連携しながらキャリア教育に力を入れていきます。今後起こり得る社会
の変化に対しても、苫小牧高専の卒業生が引き続き社会で活躍できるよう、我 も々より一層の努力をする所存
です。
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「第４回チャレンジ！フードロス削減アイデアコンテスト」にて、本校学生２名が最高賞
の「北海道知事賞」を獲得しました
3月13日（木）開催の「フードロス削減コンソーシアム第5回フォーラム」にて「第4
回チャレンジ！フードロス削減アイデアコンテスト」の表彰式が実施され、本校応用化
学・生物系2年生の羽鳥文賀さんと沼田結歌さんが最高賞の「北海道知事賞」を受賞
しました。
今回で第4回目となる「チャレンジ！フードロス削減アイデアコンテスト」では、北海
道大学が開発した青果の鮮度保持技術「プラチナ触媒」を活用したフードロス削減に
資する実証アイデア部門と、フードロス削減につながるこれまでにない独創的な実証アイデア部門の2部門制でコンテストが行
われ、本校学生2名は「ミニチュア倉庫を用いた階をまたいだ白金触媒の効果の検証」に関する企画をコンテストに応募し、コン
テストの最高賞である「北海道知事賞」を受賞しました。
本アイデアはプラチナ触媒を倉庫等で実装するための予備検討として、アクリルボックスを倉庫に見立てて触媒の配置場所や
量、気流の有無が青果物の保存に与える影響について検討したものです。審査委員の方々からは「審査委員の予想を大きく裏切
る興味深い結果であった。」と高い評価を得ることができました。
今回のコンテストへの参加は、学生自身の自主的な探究活動の一環でしたが、今回の経験が学生の今後の学業、研究等への更
なる意欲に繋がればと思います。

フロンティアコース４年生がビジネスプランコンテストで
「優秀賞」を受賞しました
2月22日（土）に開催された第5回学生ビジネスプランコンテストで、本校フロンティ
アコース4年生の本多未宙さん（電気電子系）、齋藤涼音さん（都市・環境系）、中谷篤拓
さん（都市・環境系）、松原幸也さん（情報科学・工学系）のチームが「黒板革命（ブラッ
クボードレヴォリューション）」というタイトルで発表を行い「優秀賞」を受賞しました。

○令和7年3月31日付
教育職員
【定年退職】
校　長 小 林 幸 徳
創造工学科教授（機械系担当） 菊 田 和 重
創造工学科教授（応用化学・生物系担当） 平 野 博 人
創造工学科教授（総合人文科学系担当） 山 際 明 利
【雇用期間の満了】
創造工学科特任教授（機械系担当） 當 摩 栄 路
創造工学科特任教授（応用化学・生物系担当）古 崎 　 毅
事務職員・技術職員
【辞職】
総務課施設管理係長 土 門 智 広
【配置換】
事務部長 髙 見 守 亮

（函館工業高等専門学校事務部長）
学生課長 石 井 孝 宏

（旭川工業高等専門学校学生課長）
総務課企画調査係 箭 子 涼 太

（本部事務局研究推進課研究推進係）
【雇用期間の満了】
特命教授（菊田教授研究室） 岡 田 昌 樹
総務課施設管理係臨時用務員 今 野 　 進
学生課学生係事務補佐員 萩尾ひとみ
学生課学生係非常勤看護師 田 中 理 早
学生課図書係事務補佐員 太 田 浩 輔
学生課図書係事務補佐員 田 邊 蒼 真
学生課寮務係学生寮指導員 栗 山 昌 樹

【併任の解除】
総務課長 髙 見 守 亮

（事務部長）
学生課寮務係長 石 井 孝 宏

（学生課長）

○令和7年4月1日付教育職員
【採用】
校　長 長 野 克 則

（北海道大学大学院工学研究院教授）
【昇任】
創造工学科教授（機械系担当） 高 澤 幸 治
創造工学科教授（都市・環境系担当） 鳥 田 宏 行
創造工学科教授（総合自然科学系担当） 金 子 友 海
創造工学科准教授（都市・環境系担当） 谷 口 陽 子
創造工学科准教授（応用化学・生物系担当）長 尾 昌 紀
【再雇用】
創造工学科特任教授（機械系担当） 菊 田 和 重
創造工学科特任教授（応用化学・生物系担当）平 野 博 人
創造工学科特任教授（総合人文科学系担当）山 際 明 利

事務職員・技術職員
【採用】
事務部長 南 　 健 一
（アイヌ民族文化財団民族共生象徴空間運営本部国立アイヌ民族博物館副館長）
総務課長 佐 藤 哲 也

（北海道大学国際部国際企画課長）
総務課施設管理係 金 山 弥 旦
（北海道大学施設部環境配慮促進課（環境マネジメント担当））
学生課教務係 新井山梨恵
総務課施設管理係臨時用務員 吉 川 政 司
学生課学生係事務補佐員 山 根 真 妃

学生課図書係事務補佐員 鳥 井 幸 汰
学生課図書係事務補佐員 中 嶋 一 心
学生課寮務係学生寮指導員 清 水 祐 一
特命教授 當 摩 栄 路
【配置換】
学生課長 渡 邊 秀 雄

（函館工業高等専門学校総務課長）
総務課企画調査係 服 部 弘 明

（学生課教務係）
総務課調達係 坂本ありす

（学生課学生係）
学生課教務係 太 田 　 諒

（旭川工業高等専門学校学生課教務係）
学生課学生係事務補佐員 齊 藤 陽 子

（学生課教務係事務補佐員）
【再雇用更新】
技術教育支援センター嘱託職員 蘇 武 栄 治
【併任】
総務課施設管理係長 小笠原智紀

（総務課課長補佐（財務担当））
学生課寮務係長 岡 本 明 彦

（学生課課長補佐）
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編集後記
今年も苫小牧の桜は、ゴールデンウィーク前に早々と開花しました。しかし、その後は一転して肌寒い日が続き、5月下旬に

なってようやく本格的な春を感じるようになりました。

今回の『高専通信』第168号では、令和6年度末から新年度にかけての学校の動きをお届けいたします。

3月の卒業式では、苫小牧市民会館において182名の本科生と32名の専攻科生が学び舎を巣立っていきました。そして4月には、

216名の新1年生をはじめ、3名の留学生、22名の専攻科生を迎える入学式を本校第2体育館で開催いたしました。新入生の

皆さんの緊張した面持ちが印象的でしたが、これからの学校生活への期待も感じられました。

学校生活といえば、コロナ禍で中断されていた学生会行事なども、昨年度までに通常通り実施されるようになりました。また、

今回ご紹介いたします「KOSEN�Global�Camp」のように、国際的な視野を広げる取り組みも積極的に進めております。こうした

学校の様子を、年3回発行するこの『高専通信』で読者の皆様にお伝えしてまいります。

なお、最新の情報は学校ホームページでも随時更新しておりますので、ぜひご覧いただければと思います。

� 総務主事　八田茂実


